令和６年度　第１学年　現代の国語　授業プリント（ワークシート３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年　　　　　　番氏名
話す・聞く３　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し合い (はなしあい)（公開 (こうかい)話し合い (はなしあい)）】
「場面 (ばめん)設定 (せってい)（目的 (もくてき)設定 (せってい)）」　
近年 (きんねん)、誰 (だれ)かと何 (なに)かを決める (きめる)際 (さい)、合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)力 (ちから)は非常 (ひじょう)に重要 (じゅうよう)になっています。あなた自身 (じしん)も、合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)力 (ちから)を育む (はぐくむ)ために、お互い (おたがい)が納得 (なっとく)し合える (しあえる)よう、建設的 (けんせつてき)な話し合い (はなしあい)に挑戦 (ちょうせん)してみましょう！話し合う (はなしあう)際 (さい)のポイント (ぽいんと)は、「合意 (ごうい)形成 (けいせい)できるようにグループ全体 (ぜんたい)に貢献 (こうけん)すること」です！
「話合い (はなしあい)の流れ (ながれ)」
・話合い (はなしあい)の時間 (じかん)は二十分 (ふん)程度 (ていど)。話合う (はなしあう)メンバー (めんばー)は初対面 (しょたいめん)同士 (どうし)という設定 (せってい)。
・発言 (はつげん)内容 (ないよう)と日頃 (ひごろ)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)は切り離して (きりはなして)話し合い (はなしあい)に臨む (のぞむ)こと。
・特 (とく)に、自己 (じこ)紹介 (しょうかい)等 (とう)はせず、話し合い (はなしあい)の本題 (ほんだい)に入る (はいる)こと。司会 (しかい)や記録 (きろく)などの役割 (やくわり)は特 (とく)に定めない (さだめない)。
・結論 (けつろん)に辿り着いて (たどりついて)も着 (つ)か (か)なく (なく)ても構わない (かまわない)。
話し合い (はなしあい)のテーマ
「無人 (むじん)島 (とう)に二つだけ持って (もって)いけるとしたら、何 (なん)と何 (なに)を持って (もって)いきますか。グループ (ぐるーぷ)で合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図り (はかり)、
持って (もって)いくものを二つ決めて (きめて)ください。なお、どうして、それを持って (もって)いきたいのか、理由 (りゆう)や目的 (もくてき)を
深く (ふかく)考え (かんがえ)、質 (しつ)の高い (たかい)結論 (けつろん)になるようにグループで協力し合って (きょうりょくしあって)ください。」
あなたの考え (かんがえ)

どうして、その二つを持って (もって)いこうと考える (かんがえる)のか？（理由 (りゆう)）


話し合い (はなしあい)メモ

